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P119, 左欄 「治療の安全管理」 下から 10 行目 
誤「装置内の二酸化炭素の分圧が 0.68Torr (0.49Pa・・・・・)」 
正「装置内の二酸化炭素の分圧が 3.68Torr (0.49Pa・・・・・)」 

P46, 左欄 「高気圧環境下の生理学」 上から 19 行目 
誤「加圧時には副鼻腔や内耳の痛み・・」 
正「加圧時には副鼻腔や鼓膜の痛み・・」 

P129, 左欄 「高気圧酸素治療の副作用」 上から 24 行目 (⑤式) 
誤「P2-0.5=[(P1-0.5)/t1m]・t2m」 
正「P2-0.5={(P1-0.5)/t1m}・t2m」 

P129, 左欄 「高気圧酸素治療の副作用」 上から 26 行目 (⑥式) 
誤「(P2-0.5/P1-0.5)1/m・t1=t2=UPTD」 
正「{(P2-0.5)/(P1-0.5)}1/m・t1=t2=UPTD 」 

P129, 左欄 「高気圧酸素治療の副作用」 上から 35 行目 (⑦式) 
誤「UPTD=(0.5/PO2-0.5) 0.833・t」 
正「UPTD={0.5/(PO2-0.5)}-0.833・t」 

P191, 左欄 「網膜動脈閉塞症」 1 行目 
誤「障網膜動脈閉塞症・・」 
正「網膜動脈閉塞症・・」(「障」を削除) 



(2019 年 4 月 30 日修正) 
 
分圧を表す単位として ATA（atmospheres absolute:絶対気圧）は使用しないが、
本書では酸素分圧を表す場合に使用されているところがある。この修正につい
ては次回改訂時に行う。 

(2019 年 4 月 30 日修正) 


